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１ 環境管理に伴う調査・測定・化学分析        

２ ダイオキシン類に係る濃度計量証明 

３ ビル管理に伴う水質検査･空気環境測定   

４ 水道法第 20 条に基づく水質検査 

５ 土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査 

６ 労働衛生管理に伴う作業環境測定 

７ トータルサニテーション管理 

８ 委託試験・研究・開発 

  
学校の建材や教材などから揮発する化学物質で体調を崩す「シックスクール」を予防するため、埼

玉県教委はトルエン、キシレンなどを含む床ワックスを県立学校では原則として使用しないことを決め

たそうです。学校現場では、トルエンなどを含む油性ワックスが一般的に使われており、「ほとんどの

油性ワックスを実質的に禁止した」（県教委）。 

県レベルで一律にこのような決定をした例はないそうです。 

 床ワックスに関する規定は、同県教委が作成した「県立学校のシックスクール問題対応マニュアル」

に盛り込んであるそうです。県内の市町村教委と国立、市町村立の全学校にも配布し、不使用を呼び

かけています。県立朝霞高校では「県の方針が出たため購入するワックスの種類を変えた」そうです。 

 マニュアルでは、シックスクールの原因物質になるパラジクロロベンゼンが含まれたトイレの消臭ボ

ールなども使わないよう求めました。また、シックスクール予防だけでなく、極微量の化学物質にも過

敏に反応する「化学物質過敏症」の子供への対応指針も示しました。過敏な子供がいる学校では「来

校する保護者に、タバコや香水を控えるよう理解と協力を求める」ことなどを挙げました。 

 県教委はさらに、「シックスクール問題に関する相談窓口」（048-830-6963）を県教委内に設置した

そうです。 

 また、パソコンメーカーにおいてもシックハウス症候群の対策に動き始めました。将来、パソコンにつ

いてもユーザーが厳しい目を向ける可能性があるためだそうです。 

パソコンを長期使用すると熱により接着剤などに含まれるホルムアルデヒドなどの化学物質が空気

中に放出される可能性があります。教室など一つの部屋で大量のパソコンを同時に動かした場合は

その影響が増えるケースもあると見られます。 
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